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特
集

『
勘
伸
記
』
　
に
み
え
る
「
清
日
」
に
つ
い
て

布
引
　
敏
雄

中
世
で
は
「
積
」
を
「
清
目
」
る
（
掃
除
す
る
）
　
こ
と
が
さ
か
ん
に
行
わ
れ
た
が
、
そ
の
実
行
者
で
も
あ
る
「
清
目
之
輩
」
に
関
す
る
史
料
は
意
外
に
少
な
い
。

大
阪
府
域
に
地
域
を
限
定
す
る
と
、
管
見
で
は
　
『
勘
仲
記
』
　
の
弘
安
七
　
（
一
二
八
四
）
年
九
月
二
一
条
の
記
事
が
初
見
で
あ
る
。
同
様
の
事
例
は
大
阪
・
京
都
の

境
目
に
位
置
す
る
石
清
水
八
幡
宮
の
文
書
中
に
も
散
見
す
る
。
こ
の
「
清
目
之
輩
」

た
よ
う
だ
。
大
阪
市
の
住
吉
神
社
近
傍
に
位
置
す
る
被
差
別
部
落
は
、
『
勘
仲
記
』

の
中
世
か
ら
近
世
へ
の
連
続
性
を
示
唆
す
る
数
少
な
い
一
事
例
で
あ
る
。

に
対
す
る
世
間
の
視
線
は
少
な
く
と
も
鎌
倉
時
代
中
頃
に
は
差
別
的
で
あ
っ

に
み
え
る
「
清
目
之
輩
」
　
の
系
譜
を
ひ
く
も
の
と
推
断
で
き
、
被
差
別
部
落

は
じ
め
に

こ
の
た
び
、
『
大
阪
の
部
落
史
』
第
一
巻
（
史
料
編
　
考
古
／

古
代
・
中
世
／
近
世
Ⅰ
）
（
二
〇
〇
五
年
一
月
）
が
刊
行
さ
れ
た
が
、

そ
の
中
世
編
に
収
録
し
た
史
料
に
関
し
て
は
世
に
ひ
ろ
く
知
ら
れ

た
も
の
が
多
い
。
し
か
し
、
大
阪
と
い
う
地
域
に
限
定
し
て
の
中

世
史
料
の
集
成
は
従
来
な
か
っ
た
こ
と
な
の
で
、
大
阪
地
域
の
部

落
史
研
究
の
前
進
に
い
く
ば
く
か
の
寄
与
が
で
き
る
も
の
と
思
っ

て
い
る
。

大
阪
に
地
域
を
限
定
し
た
中
世
部
落
史
の
研
究
は
、
現
状
で
は

泉
州
の
一
部
に
つ
い
て
の
個
別
研
究
が
行
わ
れ
て
い
る
程
度
で
ま

だ
ま
だ
不
十
分
で
あ
り
、
ま
た
そ
の
前
途
は
史
料
的
な
限
界
も
あ

っ
て
相
当
に
困
難
な
状
況
に
あ
る
と
い
っ
て
よ
い
だ
ろ
う
。
本
稿

は
、
『
大
阪
の
部
落
史
』
第
一
巻
収
録
史
料
を
中
心
に
し
た
大
阪

中
世
部
落
史
の
小
論
考
で
あ
る
が
、
不
十
分
さ
を
自
覚
し
な
が
ら
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27　F勘仲記』にみえる「清目」について

も
あ
え
て
提
示
し
て
み
た
。

以
前
に
祈
祷
祓
い
を
行
な
わ
れ
、
神
事
を
勤
行
せ
し
め
ん
と
欲
す
、

て
い
れ
ば
在
状
に
録
し
、
謹
ん
で
解
す

一
　
『
勘
仲
記
』
　
に
み
え
る
「
満
目
之
輩
」

権
中
納
言
勘
解
由
小
路
　
（
広
橋
）
　
兼
仲
の
日
記
『
勘
仲
記
』
　
に

は
、
弘
安
七
　
（
一
二
八
四
）
年
九
月
二
一
日
条
に
、
住
吉
神
社
の

神
主
が
神
社
内
に
「
五
体
不
具
穣
」
が
生
じ
た
と
報
告
し
、
そ
の

後
の
処
置
に
つ
い
て
朝
廷
の
指
示
を
求
め
て
き
た
こ
と
が
み
え
て

い
る
。
そ
の
住
吉
神
社
の
解
文
は
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
　
（
こ
こ

で
は
読
み
下
し
文
を
の
せ
て
お
く
。
原
文
は
　
『
大
阪
の
部
落
史
』
第
一

巻
を
参
照
し
て
い
た
だ
き
た
い
）
。

住
吉
社
大
神
宮
司
等
、
解
し
申
し
請
ふ
天
裁
の
事

特
に
天
裁
を
蒙
む
り
、
先
例
に
任
せ
て
御
沙
汰
を
経
、
式
日
神

事
以
前
に
解
謝
を
遂
げ
、
神
事
を
勤
行
せ
ら
れ
ん
と
請
ふ
、
五
体

不
具
穣
の
子
細
の
状

右
、
謹
ん
で
案
内
を
考
ふ
る
に
、
今
月
十
九
日
第
二
神
殿
北
荒
垣

内
楠
木
の
本
に
、
五
体
不
具
蔵
物
こ
れ
を
見
付
く
、
禽
獣
之
類
こ

れ
を
咋
入
れ
る
所
欺
、
依
っ
て
穣
物
に
於
て
は
例
に
任
せ
清
目
之

輩
を
以
っ
て
即
時
に
取
り
退
け
巳
に
お
わ
ん
ぬ
、
而
し
て
来
晦
日

は
玉
手
島
御
祓
い
神
輿
御
行
事
式
日
た
る
に
依
り
、
当
時
斉
中
致

す
也
、
境
節
汚
穣
の
条
、
神
慮
も
っ
と
も
恐
る
る
所
也
、
望
み
請

ふ
ら
く
は
天
裁
、
早
く
先
例
に
任
せ
御
沙
汰
を
経
ら
れ
、
来
晦
日

弘
安
七
年
九
月
日

権
祝
正
六
位
上
津
守
宿
祢
浦
実

（
下
略
）

こ
の
解
文
に
よ
れ
ば
、
今
月
一
九
日
に
住
吉
神
社
の
第
二
神
殿

の
北
側
の
垣
根
近
く
の
楠
木
の
根
本
に
、
「
五
体
不
具
稜
物
」
が

見
つ
か
っ
た
の
で
、
「
清
目
之
輩
」
　
に
そ
の
様
物
を
と
り
の
ぞ
か

せ
た
。
つ
い
て
は
境
内
が
穣
さ
れ
た
の
で
ど
の
よ
う
な
処
置
を
な

せ
ば
よ
い
の
か
、
と
住
吉
神
社
は
朝
廷
の
判
断
を
求
め
た
の
で
あ

る
。五

体
不
具
穣
と
は
、
身
体
が
損
傷
さ
れ
た
動
物
な
ど
の
死
体
に

よ
る
「
穣
」
　
の
こ
と
で
あ
る
。
右
の
解
文
に
あ
る
「
五
体
不
具
椀

物
」
と
は
何
だ
っ
た
の
か
具
体
的
に
は
不
明
だ
が
、
禽
獣
の
類
が

食
い
ち
ぎ
っ
て
運
ん
で
き
た
も
の
と
い
う
か
ら
、
お
そ
ら
く
動
物

の
死
体
の
一
部
で
あ
っ
た
ろ
う
。

さ
て
、
朝
廷
で
は
判
断
を
示
す
に
あ
た
っ
て
先
例
を
調
べ
た
と

こ
ろ
、
以
下
の
二
例
が
報
告
さ
れ
た
。
第
一
例
は
、
保
元
三
　
（
一

一
五
入
）
年
、
老
法
師
が
夜
中
に
住
吉
社
第
三
神
殿
北
面
で
死
去

し
た
事
件
で
、
こ
の
「
不
浄
」
　
に
際
し
て
は
、
宣
旨
が
出
さ
れ
、

「
清
祓
」
が
行
わ
れ
た
。
第
二
例
は
、
正
元
元
（
一
二
五
九
）
年
、

住
吉
社
相
撲
会
で
童
が
一
人
死
亡
し
た
事
件
で
、
こ
の
と
き
は
神

事
を
延
引
し
、
や
は
り
「
清
祓
」
を
行
う
よ
う
に
と
宣
旨
が
出
さ
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れ
た
。右

の
先
例
に
な
ら
い
今
回
も
宣
旨
が
出
さ
れ
、
「
清
祓
」
が
行

わ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

宣
旨
と
は
、
天
皇
の
勅
旨
を
伝
宣
す
る
公
文
書
で
、
平
安
時
代

初
期
に
蔵
人
所
が
設
け
ら
れ
て
以
後
は
、
も
っ
ぱ
ら
蔵
人
が
天
皇

の
意
思
を
伝
宣
す
る
際
に
発
せ
ら
れ
た
。
住
吉
神
社
の
境
内
に
「
五

体
不
具
蔵
物
」
が
あ
っ
た
か
ら
と
い
っ
て
、
わ
ざ
わ
ざ
天
皇
の
判

断
を
示
す
と
い
う
ほ
ど
に
、
「
穣
」
は
都
の
貴
族
社
会
に
と
っ
て

は
恐
怖
の
的
だ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

こ
う
し
た
事
例
は
他
に
も
み
え
る
。
覚
書
二
　
（
一
二
三
〇
）
年

閏
正
月
、
石
清
水
八
幡
宮
で
は
次
の
よ
う
な
事
件
が
お
き
て
い

る
。
こ
の
月
の
一
九
日
に
鳥
が
何
か
骨
状
の
も
の
を
く
わ
え
て
き

た
。
犬
が
吠
え
か
か
っ
た
と
こ
ろ
、
鳥
は
神
木
の
上
に
そ
れ
を
落

と
し
た
。
そ
こ
で
調
べ
て
み
る
と
五
寸
ば
か
り
の
骨
で
、
色
は
白

く
変
じ
て
い
た
が
髄
に
は
「
血
気
」
が
あ
っ
た
。
す
ぐ
さ
ま
「
番

仕
丁
貞
行
」
を
よ
び
、
そ
の
骨
片
を
西
経
所
の
脇
戸
の
と
こ
ろ
に

取
り
捨
て
さ
せ
、
土
で
埋
め
さ
せ
た
。

こ
の
事
件
に
つ
い
て
は
、
八
幡
宮
か
ら
「
穣
」
　
で
あ
る
か
否
か

の
判
断
を
上
裁
に
仰
い
だ
の
で
、
明
法
博
士
や
陰
陽
博
士
、
さ
ら

に
は
検
非
違
使
な
ど
を
ま
き
こ
ん
で
論
議
と
な
り
、
最
終
的
に
は

左
弁
官
よ
り
官
宣
旨
が
出
さ
れ
、
ま
た
後
堀
河
天
皇
が
宣
命
を
発

す
る
ま
で
に
到
っ
て
い
る
。
た
か
が
五
寸
の
骨
ひ
と
つ
で
こ
れ
ほ

ど
の
大
騒
ぎ
は
、
現
代
に
生
き
る
我
々
に
は
よ
く
理
解
で
き
な
い

話
で
あ
る
。

さ
て
こ
の
事
例
で
は
、
「
番
仕
丁
貞
行
」
な
る
人
物
が
清
目
（
掃

除
）
　
の
役
を
果
た
し
て
い
る
。
住
吉
神
社
の
事
例
に
み
え
る
「
清

目
之
輩
」
と
こ
の
「
香
住
T
」
は
同
一
の
存
在
な
の
だ
ろ
う
か
。

右
の
事
例
二
つ
の
み
で
は
何
と
も
判
断
が
つ
か
な
い
の
で
、
も
う

少
し
清
目
の
史
料
を
追
っ
て
み
よ
う
。

二
　
い
わ
ゆ
る
「
満
目
」
に
つ
い
て

「
清
目
」
　
に
関
す
る
史
料
の
代
表
的
一
例
と
し
て
、
歌
人
と
し

て
有
名
な
藤
原
定
家
の
日
記
『
明
月
記
』
　
正
治
二
　
（
一
二
〇
〇
）

年
閏
二
月
一
三
日
条
を
と
り
あ
げ
て
お
こ
う
。

十
三
日
、
天
晴
、
今
日
は
出
京
せ
ん
と
欲
す
る
日
な
り
、
辰
時
ば

か
り
に
青
侍
等
云
く
、
坤
方
の
竹
内
に
穣
物
あ
り
、
人
頭
な
り
、

木
守
丸
を
よ
び
実
正
を
見
さ
し
む
云
々
、
た
ま
た
ま
の
出
京
、
又

穣
気
、
無
骨
を
棲
む
る
者
な
り
、
即
ち
取
り
捨
て
し
む
。
嵯
峨
辺

に
浄
目
と
称
す
る
物
居
住
す
、
小
分
の
物
を
給
し
こ
れ
を
取
ら
し

む
、
未
の
時
ば
か
り
に
嵯
峨
を
出
、
京
に
入
る

こ
れ
を
見
る
と
、
定
家
の
屋
敷
内
の
竹
林
に
「
稜
物
」
が
あ
る

と
い
う
の
で
　
「
木
守
丸
」
　
（
庭
の
樹
木
の
管
理
を
行
う
人
々
か
）
　
に

そ
の
実
否
を
調
べ
さ
せ
た
と
こ
ろ
、
そ
の
　
「
蔵
物
」
は
人
間
の
頭
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だ
と
い
う
。
そ
こ
で
す
ぐ
に
取
り
捨
て
さ
せ
た
。
そ
の
取
り
捨
て

を
行
っ
た
の
は
、
京
の
郊
外
嵯
峨
野
あ
た
り
に
居
住
す
る
「
浄
目
」

と
称
す
る
人
々
だ
っ
た
、
と
い
う
の
で
あ
る
。

藤
原
定
家
は
中
堅
貴
族
で
あ
る
か
ら
、
前
出
の
住
吉
神
社
や
石

清
水
八
幡
宮
の
事
例
の
よ
う
に
宣
旨
や
宣
命
が
出
さ
れ
る
と
い
っ

た
大
騒
ぎ
と
は
な
っ
て
い
な
い
が
、
「
穣
物
」
を
特
定
の
職
掌
の

人
々
に
取
り
除
け
さ
せ
た
こ
と
は
共
通
し
て
い
る
。

前
節
の
石
清
水
八
幡
宮
の
事
例
の
「
番
仕
丁
貞
行
」
に
つ
い
て

再
び
考
え
て
み
る
。
大
日
本
古
文
書
『
石
清
水
八
幡
文
書
』
　
に
は

「
清
目
」
に
類
す
る
と
思
わ
れ
る
人
々
が
散
見
す
る
。
た
と
え
ば
、

弘
安
元
（
一
二
七
人
）
年
四
月
に
亀
山
院
院
宣
に
よ
っ
て
石
清
水

八
幡
宮
に
五
力
条
の
「
式
法
」
が
下
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
第
五

力
条
が一

、
山
上
浄
行
輩
、
為
濫
僧
之
後
、
可
勤
山
下
所
司
役
事

石
清
水
八
幡
宮
の
山
上
の
「
浄
め
を
行
う
輩
」
（
す
な
わ
ち
清
目

の
者
）
　
は
、
「
濫
僧
」
だ
か
ら
山
下
の
所
司
役
を
勤
め
よ
、
と
い

、
つ
の
で
あ
る
。

濫
僧
と
は
、
鎌
倉
時
代
中
期
の
辞
書
と
も
言
え
る
書
『
塵
袋
』

で
は
、
有
名
な
「
キ
ヨ
メ
ヲ
ユ
タ
ト
云
フ
ハ
何
ナ
ル
詞
ハ
ゾ
　
穣

多
」
　
の
説
明
文
中
で
、
「
ユ
タ
」
　
の
こ
と
を
「
子
細
シ
ラ
ヌ
モ
ノ

ハ
ラ
ウ
ソ
ウ
ト
モ
云
フ
、
乞
食
等
ノ
沙
門
ノ
形
ナ
レ
ト
モ
其
ノ
行

儀
僧
ニ
モ
ア
ラ
ヌ
ヲ
濫
僧
卜
名
ケ
テ
、
施
行
ヒ
カ
ル
、
ヲ
ハ
濫
僧

供
卜
云
フ
」
と
記
し
て
い
る
。

こ
の
　
『
塵
袋
』
　
の
記
述
に
し
た
が
え
ば
、
石
清
水
八
幡
宮
の
山

上
の
「
浄
行
輩
」
は
「
濫
僧
」
　
で
あ
り
、
そ
れ
は
「
ユ
タ
」
　
の
別

称
で
も
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

『
石
清
水
八
幡
文
書
』
　
に
は
、
「
境
内
散
所
法
師
」
と
い
う
語
も

み
え
、
こ
れ
か
ら
推
し
て
「
浄
行
輩
」
は
「
散
所
法
師
」
と
も
呼

ば
れ
る
人
々
だ
っ
た
可
能
性
も
あ
る
。

弘
長
三
　
（
一
二
六
三
）
年
九
月
に
は
、
大
風
に
よ
っ
て
山
上
山

下
の
樹
木
二
千
余
本
が
倒
れ
、
そ
の
際
に
死
者
　
（
盲
目
の
宮
仕
や

女
性
の
参
詣
者
）
　
が
出
た
こ
と
が
あ
っ
た
。
そ
の
死
人
を
取
り
下

げ
、
樹
木
を
と
り
の
け
た
の
は
「
清
目
丸
」
と
よ
ば
れ
た
人
▲
々
で

（
q
こ

あ
っ
た
。

近
世
の
古
文
書
で
あ
る
が
、
摂
津
鵜
殿
宿
の
者
が
往
古
よ
り
「
八

幡
之
宿
之
神
人
」
だ
っ
た
こ
と
、
ま
た
往
古
よ
り
八
幡
宮
の
「
神

役
神
事
」
を
勤
め
て
い
る
こ
と
が
主
張
さ
れ
て
い
る
。
こ
う
し
た

記
事
か
ら
も
「
浄
行
輩
」
は
「
清
目
丸
」
　
で
あ
り
、
寛
喜
二
年
の

「
番
仕
丁
貞
行
」
も
そ
の
類
の
人
々
で
あ
っ
た
と
推
測
し
て
も
よ

い
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

三
　
「
清
目
之
輩
」
は
賎
祝
さ
れ
た
か

藤
原
信
実
の
著
し
た
　
『
今
物
語
』
　
に
は
、
次
の
よ
う
な
話
が
出
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て
く
る
。

あ
る
蔵
人
が
月
夜
に
草
堂
に
詣
で
て
美
し
い
女
に
出
会
う
。
彼

が
言
い
寄
る
と
彼
女
は
「
左
様
の
道
に
は
か
な
い
難
き
身
」
だ
か

ら
と
、
そ
の
中
し
出
を
断
る
。
あ
き
ら
め
き
れ
ず
蔵
人
が
跡
を
つ

け
て
ゆ
く
と
、
そ
の
女
は
「
一
条
河
原
」
に
到
っ
た
。
ふ
り
か
え

っ
た
女
は

玉
み
く
り
う
き
に
し
も
な
と
ね
を
と
め
て
ひ
き
あ
げ
所
な
き
身
成

ら
ん

と
独
り
言
の
よ
う
に
つ
ぶ
や
く
と
「
き
よ
め
が
家
の
有
け
る
に

入
に
け
り
」
と
い
う
。

さ
て
、
「
ひ
き
あ
げ
所
な
き
身
」
と
は
、
ど
の
よ
う
な
立
場
な

の
だ
ろ
う
か
。
解
釈
の
難
し
い
歌
で
あ
る
が
、
恋
の
相
手
は
で
き

な
い
と
そ
の
場
を
逃
げ
出
し
た
女
は
、
「
き
よ
め
が
家
」
　
の
女
で

あ
っ
た
。
と
す
れ
ば
、
「
ひ
き
あ
げ
所
な
き
身
」
と
は
、
引
き
揚

げ
て
い
く
場
の
な
い
身
と
い
う
意
味
と
、
貴
族
の
男
性
と
の
恋
に

よ
っ
て
自
分
の
身
分
を
高
い
身
分
に
引
き
上
げ
よ
う
と
し
て
も
不

可
能
な
「
渡
し
い
」
身
分
、
と
い
う
両
様
の
意
味
が
か
け
ら
れ
て

い
る
の
で
あ
ろ
う
。

『
今
物
語
』
　
の
著
者
・
藤
原
信
実
は
画
家
と
し
て
有
名
だ
が
、

一
二
世
紀
か
ら
一
三
世
紀
に
か
け
て
の
人
で
あ
り
、
そ
の
編
に
な

る
と
い
う
『
今
物
語
』
　
は
作
中
に
延
応
元
（
一
二
三
九
）
年
の
年

紀
が
見
え
て
い
る
の
で
、
そ
れ
以
後
の
編
で
あ
ろ
う
と
い
わ
れ
て

い
る
。
住
吉
神
社
の
事
例
や
　
『
明
月
記
』
　
に
み
え
る
事
例
と
ほ
ぼ

同
時
代
と
考
え
て
さ
し
つ
か
え
な
い
だ
ろ
う
。

こ
う
し
た
事
例
を
見
て
い
く
と
、
鎌
倉
時
代
中
頃
に
は
、
清
目

の
看
た
ち
は
購
祝
さ
れ
て
い
た
と
考
え
て
も
よ
い
の
で
は
な
か
ろ

う
か
。
前
出
の
　
『
塵
袋
』
　
は
鎌
倉
時
代
中
期
の
編
で
あ
る
が
、
そ

こ
に
は
「
キ
ヨ
メ
ヲ
ユ
タ
ト
イ
フ
ハ
何
ナ
ル
詞
ハ
ゾ
」
と
問
題
を

提
起
し
て
い
る
。
こ
れ
は
、
鎌
倉
時
代
中
期
に
、
「
清
め
」
（
掃
除
）

と
い
う
行
為
を
な
す
者
を
「
ユ
タ
」
と
よ
ぶ
人
々
が
い
た
こ
と
、

ま
た
そ
れ
に
つ
い
て
疑
問
に
感
じ
る
人
々
が
い
た
こ
と
を
示
し
て

い
る
。
す
な
わ
ち
、
当
時
、
「
清
め
」
と
い
う
行
為
が
「
稜
」
と

は
か
な
ら
ず
し
も
結
び
つ
い
て
い
な
い
状
況
と
、
結
び
つ
け
よ
う

と
す
る
状
況
、
両
者
が
と
も
に
存
在
し
て
い
た
こ
と
を
示
し
て
い

る
。さ

て
、
最
後
に
こ
う
し
た
清
目
の
者
と
現
代
の
被
差
別
部
落
の

関
係
を
考
え
て
み
た
い
。

住
吉
神
社
の
近
傍
に
は
近
世
初
頭
か
ら
被
差
別
部
落
が
あ
っ
た

こ
と
を
「
摂
津
国
図
」
が
伝
え
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
の
村
の
中

世
の
状
況
は
何
も
わ
か
っ
て
い
な
い
。

と
す
れ
ば
、
『
勘
仲
記
』
　
に
み
え
た
「
清
目
之
輩
」
が
そ
の
前

身
と
推
理
し
て
み
た
く
な
る
。
ま
っ
た
く
推
測
の
域
を
出
な
い
が
、

清
目
の
人
々
の
居
住
地
は
お
そ
ら
く
住
吉
神
社
の
近
辺
に
あ
っ
た

は
ず
だ
か
ら
、
そ
れ
が
近
世
へ
と
つ
な
が
り
、
さ
ら
に
現
代
へ
と
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連
な
っ
て
い
る
と
。
石
清
水
八
幡
宮
領
の
摂
津
国
鵜
殿
宿
が
往
古

か
ら
の
神
役
奉
仕
を
近
世
の
時
点
で
主
張
し
て
い
る
の
と
同
様

に
、
住
吉
神
社
近
傍
の
被
差
別
部
落
も
往
古
か
ら
清
目
の
役
を
勤

め
た
人
々
で
あ
っ
た
可
能
性
は
あ
る
と
見
て
も
よ
い
の
で
は
な
か

ろ
う
か
。

注（
1
）
増
補
史
料
大
成
。
『
大
阪
の
部
落
史
』
第
一
巻
（
解
放
出
版
社
、

二
〇
〇
五
年
）
、
一
人
五
頁
～
一
人
七
頁
。

（
2
）
　
大
日
本
古
文
書
『
石
清
水
文
書
』
　
石
清
水
文
書
之
二
、
三
三
七

番
文
書
～
三
五
九
番
文
書
。
こ
の
文
書
群
は
　
『
平
安
遺
文
』
　
に
も

収
載
さ
れ
て
い
る
。

（
3
）
清
目
に
関
す
る
史
料
に
つ
い
て
は
、
丹
生
谷
曹
一
『
検
非
違
使
』

（
平
凡
社
選
書
、
一
九
八
六
年
）
に
一
覧
表
が
掲
示
さ
れ
て
あ
り
、

便
利
で
あ
る
。

（
4
）
　
史
料
纂
集
。

（
5
）
　
大
日
本
古
文
書
『
石
清
水
文
書
』
　
石
清
水
文
書
之
一
、
三
一
五

番
文
書
。

（
6
）
　
「
浄
行
輩
」
　
の
解
釈
は
、
「
浄
め
を
行
う
輩
」
、
「
浄
ら
か
な
行
い

の
輩
」
の
二
通
り
が
考
え
ら
れ
る
。
本
稿
で
は
前
者
の
解
釈
を
と

っ
て
い
る
。

（
7
）
部
落
問
題
研
究
所
編
『
部
落
史
史
料
選
集
』
第
一
巻
（
部
落
間

題
研
究
所
出
版
部
、
一
九
八
八
年
）
。

（
8
）
大
日
本
古
文
書
『
石
清
水
文
書
』
石
清
水
文
書
之
一
、
三
二
七

番
文
書
。

（
9
）
大
日
本
古
文
書
『
石
清
水
文
書
』
石
清
水
文
書
之
五
、
「
宮
寺
縁

事
抄
」
。

（
10
）
大
日
本
古
文
書
『
石
清
水
文
書
』
石
清
水
文
書
之
三
、
一
〇
七

七
番
～
一
〇
七
人
番
文
書
。

（
11
）
群
書
類
従
、
雑
二
十
七
輯
。

（
12
）
「
玉
み
く
り
」
の
歌
は
、
解
釈
が
難
し
い
。
「
玉
み
く
り
」
で
は

な
く
「
魂
送
り
」
か
も
し
れ
な
い
。
「
ね
を
と
め
て
」
は
「
根
を

留
め
て
」
と
「
音
を
止
め
て
」
を
か
け
て
あ
る
の
だ
ろ
う
か
。

（
13
）
住
吉
部
落
歴
史
研
究
会
編
『
住
吉
の
な
り
た
ち
と
あ
ゆ
み
』
（
部

落
解
放
同
盟
大
阪
府
連
合
会
住
吉
支
部
発
行
、
一
九
八
六
年
）
。
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